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３月の主な行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 
水 ４時間授業 

2 木 児童集会 保護者会（１・２・３年） 

3 金 中学校体験入学（６年） 和太鼓の達人（５年） 

4 土  

5 日  

6 月 全校朝会 保護者会（４・５年） 

7 火 Ｂ時程 安全指導 

8 水 委員会活動（最終） 

9 木 ６年生を送る会 卒業を祝う会・保護者会（６年） 

10 金 たてわり班活動 避難訓練 起震車体験（５年） 

11 土  

12 日  

13 月 全校朝会 ＷＢＣ観戦（５・６年） 

14 火 巣立ちの会・保護者会（柏葉） 

15 水  

16 木 Ｂ時程 音楽朝会 

17 金 Ｂ時程 ５時間授業 

18 土  

19 日  

20 月 全校朝会 遠足（４年） 

21 火 春分の日 

22 水 
４時間授業（１～４年） 大掃除３校時 給食終 

卒業式予行（５・６年、５・６校時） 

23 木 
修了式 ３時間授業 通知表配付 

卒業式練習（５・６年） 

24 金 卒業式（５・６年） 

25 土 春季休業日始 

   
   ４月 
５ 水 春季休業日終 入学式前日準備（新６年生のみ） 

６ 木 
始業式 入学式 

全学年 ８時１５分～２５分登校 

 ７ 金 午前授業（給食なし） 

３月の生活目標「１年間のまとめをしよう」 

新宿区立柏木小学校 

学校だより 第３０８号 

令和５年３月号 

２月２８日発行 

次の大学生が教育ボランティアとして活動して

います。よろしくお願いいたします。 

 玉川大学教育学部   Ｓ．Ｋ（金曜日） 

Ｂ時程：給食後１５分休み。清掃なしで１５分繰り上げ。 

※予定は変更になることがあります。 

防災への意識を高める 
副校長  

 ３月と言えば「卒業」を想像します。同時に私が思

い出すのは、2011 年の東日本大震災です。当時６年

生の担任をしていた私は、３月１１日の午後、卒業式

を２週間後に控えた６年生と奉仕活動をしていまし

た。お世話になった学校のために、体育倉庫の片付け、

学級園の整備、図書室の本を取り出しての本棚の清掃、

体育館２階ギャラリーの清掃、保管してある机・椅子

の整頓など、校内に散らばって活動している最中でし

た。経験したことのない大きな揺れでしたが、子ども

たちは、それぞれの活動場所で、避難訓練の経験を活

かして、身の安全を確保していました。避難訓練の大

切さを実感しました。 

 今年度は、ここ数年コロナ禍で設けられなかった、

多様な想定の避難訓練を行いました。９月に不審者対

応訓練、１月に防火扉や防火シャッターを閉めての訓

練、２月に理科室での煙体験（４年生）を実施し、   

３月に起震車体験（５年生）、来年度に消火器体験（６

年生）を計画しています。今年は 1923年９月１日に

起きた関東大震災から 100年になります。地域関係者

の皆様と連携を図りながら、子どもたちの防災への意

識を一層高めていきます。 

 さて、今年度も残り１か月。１年間の学習・生活の

まとめにしっかりと取り組ませたいと思います。晴れ

晴れとした修了式、そして、卒業を迎える６年生が立

派に旅立てるよう、子どもたちと共に教職員一同、  

努めてまいります。保護者・地域関係者の皆様には、

今年度の本校の教育活動へのご理解とご協力をいただ

き、本当にありがとうございました。 
 

【令和５年度の生活時程について】 

 本校の子どもたちは、休み時間終了のチャイムを待たず

に遊びをやめ、教室に向かうことができます。時計を見て

生活できていて、素晴らしい習慣だと思います。子どもた

ちが、時刻をより意識して落ち着いて過ごしやすいよう

に、生活時程を現在の５通りからＡ時程（通常の時程）と

Ｂ時程（水曜日や特別な場合）の２通りに統合します。  

また、年間総授業時数、学習内容、子どもたちの体力など

を考慮し、曜日別授業時数も併せて見直しました。 

 詳しくは３月の保護者会でお示ししますが、主な変更点

は次のとおりです。 

○１校時の始業時刻を５分早め（８時４５分）、終業時刻

を５分早める。登校時刻は変わらない。 

○水曜日は、全学年５時間授業とする。 

○２年生の６時間授業は、年度当初から木曜日とする。 

○３年生の６時間授業は、年度当初から火・木曜日とする。 

○クラブ活動と委員会活動は、月曜日の６校時に行う。 



 

 ６年生を送る会 

特別活動部 

今年度の「６年生を送る会」は、３学年ずつ体育

館に集まる学年と教室からリモートで参加する学

年に分け、入れ替え制で行います。各学年、演奏や

寸劇等の発表で 6年生に感謝の気持ちを伝えます。

６年生に向けた発表ではありますが、各学年の６年

生との関わり方や学年のもち味を、互いに見合う機

会にもなります。そのため、どのような発表で会を

盛り上げようかと、現在それぞれの学年で意見を出

し合いながら発表の練習に取り組んでいるところ

です。主役の６年生もお礼の出し物があるため、同

様に練習している最中です。 

会に向けてプレゼントも制作中です。１～４年生

は、会場となる体育館への装飾を制作しています。

また、１～５年生全員で、たてわり班の６年生一人

一人へ思いを込めたメッセージカードを書きまし

た。メッセージカードは、次のリーダーである５年

生が、各学年へ依頼、回収してすてきなカードにま

とめ上げます。 

これらの作業や活動を通して、これまで６年生が

いろいろな場所で活躍し、リードしてきてくれたこ

とに目を向けます。そして、何年後かに今度は自分

が６年生になることへの期待が高まるよう取り組

んでいきます。 

 

屋上農園プロジェクト 

４年担任 

 ４年生は、総合的な学習の時間を使って自分たち

で決めた野菜の苗を植え、野菜作りの大変さや楽し

さを感じながら野菜を育ててきました。自分たちが

育てた野菜を売って、売上で校外学習に行くという

目標を決め、後期は授業を進めてきました。どうし

たら売れるのかを考えながらポスターを描いたり、

野菜をおいしくするために周りの雑草を抜いて栄

養を吸収しやすくしたりと、野菜販売に向けてそれ

ぞれ頑張っている姿が印象的でした。 

販売日当日は土曜日と日曜日だったので希望者

のみの参加となりましたが、４年生の子どもたちが

育てた野菜を多くの人に売ることができました。 

 自分たちで育てる野菜を決

め、販売をしてその売り上げ

を何に使うか考えることでや

る気が生まれ、日々の活動に

も活気があふれていました。 

今回の一連の活動は、保護

者や地域の方々のご理解、ご

協力がなければできなかった

ことばかりです。ありがとう

ございました。 

今、私は、ぼくは ～卒業を目前にして～ 

６年担任  

 卒業まで 1か月を切り、教室に掲示している「卒業までのカウントダウン」も、残すところ１７日とな

りました。６年生はこの１年間、一致団結して様々な活動に取り組んできました。委員会やクラブ、たて

わり班の活動では、リーダーシップを発揮し、回数を重ねるごとに頼もしくなりました。運動会や音楽会

では、会場準備や係活動といった裏方の仕事にも励み、学校のために立派に働く姿を見せました。何事に

も前向きに協力して取り組む 6年生の姿は、最高学年として下級生のよい手本となりました。中学校とい

う新天地でも、一人一人が主体的に学習や部活動、行事に取り組み、活躍していくことを願っています。 

 先日、国語科「今、私は、ぼくは」の学習で、小学校卒業、そして中学校進学を控えた今の胸の内をス

ピーチとして発表しました。新しいスタートに向けた期待や不安、友達との別れを悲しむ気持ちなど、ど

れも素晴らしい内容だったのですが、代表して１名の発表をご紹介します。 

 

 
 友達について考えることが増えたのは、遊べる時間が増えたことがきっかけです。寂しかったり、

名残惜しい気持ちになったりしたことはありますか。卒業を目前に、いろいろと余裕ができたとき

に、私はこのような気持ちになりました。 

私は、受験が終わったことで放課後にも時間の余裕ができ、毎日楽しく過ごしていました。ある

日、「卒業までのカウントダウン」を作りました。そのとき、受験が終わるまであまり気にしていま

せんでしたが、卒業が近いことを実感しました。また、友達と話していても、卒業式の服装の話や、

中学校進学についての話が増え、改めて卒業が近いことを感じました。そして、私はこのような卒

業の実感と共に、今の友達と離れる寂しさも感じました。卒業し、それぞれの進学先へ行けば、今

の友達と会う機会が減ります。今遊んでいる友達と会う機会が少なくなるということに、今遊んで

いる時間が終わってほしくないと名残惜しいと感じるようになりました。 

私は、卒業までの短い時間を悔いのないように楽しみたいです。また、今の友達も、これからの

進学先の友達も大切にしていきたいです。 


